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1 序論
高齢化・少子化・晩婚化・非婚化・雇用状況・女性の
社会進出など 1人 1人のライフスタイルとニーズは多
様化し、生命保険を取り巻く環境は日々変化している。
なかでも注目したいのが若者たちの保険離れである。
生命保険文化センターが発表した『生活保障に関す
る調査』によると、20代の生命保険加入率は減少傾向
にあり、平成 23年度時点での加入率は【男性 52.4%】、
【女性 56.8%】となっている。またこの傾向には、フリー
ターや失業者数の上昇など、20代の若者を取り巻く雇
用状況が大きく関係してくる。つまり不要であると考
え保険に加入しないというよりは、経済的な理由から
保険に加入できないケースが少なくはないと言える。こ
うした社会情勢が、より一層若い世代の保険離れを進
行させていると考えられる。
そこで本論では、学生でも加入できるような経済的
負担の軽い生命保険商品を開発することを目的とした
プライシングを行う。いくつかの生命保険商品の収益
性・健全性を比較し開発者側視点より最適な商品構成
を提案することを目的とする。
具体的な内容は後述することになるが、本論で扱う
商品の構成を以下のような範囲で設定した。
契約期間
主契約：20～30歳の 10年間
特約：20～26歳の 6年間
保障内容
死亡保障：葬儀費用や整理費用程度
生存保障：死亡保障の 1/10程度で設定
医療保障：オプションとして『厄年特約』
2 準備
2.1 生命確率
保険料の計算にあたり生命確率というものを用いる。
本論では以下の 3つの生命確率を用いて保険料の計算
を行った。
生存率 tpx
x歳の人が t年以上生きる確率
死亡率 tqx
x歳の人が t年以内に死亡する確率
据え置き死亡率 tjqx
x歳の人が (x + t)歳と (x + t + 1)歳の間で死亡
する確率
2.2 生命年金現価
生命年金とは、被保険者の生存が年金支払の条件と
なる年金のこと。x歳加入、n年契約、期始払い、年金
年額 1円の生命年金現価 (ax:ne)は
ax:ne = 1 + v px+  +vn 1 n 1px
=
n 1X
t=0
vt tpx (1)
と表される。ここで、vとは予定利率 iから定まる現価
率を表し、将来の価値を現在価値に変換するときに用
いられる。
また、保険給付現価をこの生命年金現価で割ること
で、年払いの保険料 P を求めることができる。契約期
間中、生存を条件に『年金を貰う』を『保険料 P を払
う』と置き換えるとイメージしやすい。
2.3 年払い保険料
以上の記号を用いて年払い保険料を計算する。
定期保険
定期保険とは、被保険者が決められた期間中に死
亡した場合に一定額の保険金が支払われる保険で
ある。x歳加入、n年契約、保険金期末払い、死亡
給付金 1円の定期保険の保険給付現価 (A1x:ne)は
A1x:ne = v qx + v2 1jqx+  +vn n 1jqx
=
nX
t=1
vt t 1jqx (2)
定期保険の年払い保険料 (P 1x:ne)は
P 1x:ne =
A1x:ne
ax:ne
(3)
生存保険
生存保険とは、被保険者が決められた期間中に死
亡せず、生存すると一定の保険金が支払われる保険
である。x歳加入、n年契約、保険金期末払い、生
存給付金 1円の生存保険の保険給付現価 (A 1x:ne)は
A 1x:ne = v
n npx (4)
生存保険の年払い保険料 (P 1x:ne)は
P 1x:ne =
A 1x:ne
ax:ne
(5)
養老保険
養老保険 (生死混合保険)とは、定期保険と生存保
険を合わせたもの。どちらにせよ、保険金が支払
われる保険である。x歳加入、n年契約、保険金期
末払い、死亡給付金 1円、生存給付金 1円の養老
保険の保険給付現価 (Ax:ne)は
Ax:ne = A
1
x:ne +A
1
x:ne (6)
養老保険の年払い保険料 (Px:ne)は
Px:ne =
Ax:ne
ax:ne
(7)
2.4 単年度利益
第 t 年度始の契約 1 件当たりの第 t 年度利益
を Profitt とすると、次のようになる。
Profitt p実際x+t = (Px:ne + tVx:ne) (1 + i実際)
 q実際x+t   p実際x+t t+1Vx:ne (8)
ここで、tVx:neとは、責任準備金を表す記号である。責
任準備金とは、将来の保険金支払いに対し最低限準備
しておかなければならない金額を指す。
2.5 プロフィットマージン
プロフィットマージンとは保険収入に対する利益の
平均率を表しており、将来の保険料収入の平均何割が
利益として計上できるかを端的に表す指標である。
ProfitMargin =
Pn
t=1 Profitt tp実際x  vt実際Pn
t=1 Px:ne t 1p実際x  vt 1実際
(9)
3 厄年特約
本論では医療保障として『厄年特約』といった特約
を考えた。特約とは、主契約 (定期保険や養老保険)に
任意で追加できるオプションのことであり、概要は次
の通り。
『被保険者が 23～25歳の間に入院といった事由が発
生した場合、入院費用として期末に 20 万円を給付す
る。また保険料は 20歳から 6年間の年払いとする。』
入院費として保険金給付が行われる期間は 3年間 (前
厄・本厄・後厄)であるが、年間の保険料負担を軽減す
るため 6年間の年払いとした。また、保険料計算に用
いる入院率については【0.22%】と設定した。この値は
厚生労働省の『患者調査』(平成 23年)による 20代の
各年齢あたりの平均入院受療率を引用している。この
数値を用いて、厄年特約の年払い保険料を計算する。
20歳加入、6年契約、保険金期末払い、保険給付金1円
の特約の保険給付現価 (A 20:6eとする)を求める。予定
入院率を qとすると、保険給付現価は
A 20:6e = (v
3 3p20) (v q + v2 p23 q + v3 2p23 q)
= A 120:3e v q (1 + v p23 + v2 2p23)
= A 120:3e v q a23:3e (10)
よってこの特約の年払い保険料 (P 20:6eとする)は
P 20:6e =
A 20:6e
a20:6e
(11)
として求めることができる。以上より、保険給付金 20
万円の場合、特約の年払い保険料は 223円となる。
4 アンケート
4.1 内容
まずは商品構成を絞り込むため、20代 100人を対象
にアンケートを行った。内容は次の通り。
死亡給付金 100万円 or 200万円 or 300万円
生存給付金 10万円 or 20万円 or 30万円
主契約のタイプ 定期保険 or 養老保険
特約の有無 必要 or 不要
4.2 結果
以上のアンケート結果より、商品構成の上位 3つを
決定した。
【定期保険】
定期保険・死亡給付金 300万円・特約あり
【養老保険 1】
養老保険・死亡給付金 300万円・生存給付金 10万
円・特約あり
【養老保険 2】
養老保険・死亡給付金 100万円・生存給付金 10万
円・特約あり
5 ストレスシナリオ
保険料を計算するときに過去の統計的データ (生命
表)を用いるのだが、実際の死亡や運用利回りが予定通
りになるとは限らない。そこで大震災や経済環境の悪
化など、事前に『状態の悪化』を想定することで商品
の収益性・健全性を検証する必要がある。これらの検
証を利用して、好まれた商品構成の上位 3つの優劣を
つける。
シナリオ 1：死亡率のシナリオ
1-1：実際死亡率が各年齢 1.05倍になった場合
1-2：実際死亡率が各年齢 1.10倍になった場合
1-3：実際死亡率が各年齢 1.20倍になった場合
シナリオ 2：金利のシナリオ
2-1：運用利回りが各経過 1.75% になった場合
2-2：運用利回りが各経過 1.50% になった場合
2-3：運用利回りが各経過 1.25% になった場合
シナリオ 3：入院率のシナリオ (厄年特約のみ)
3-1：実際入院率が各年齢 1.05倍になった場合
3-2：実際入院率が各年齢 1.20倍になった場合
3-3：実際入院率が各年齢 1.50倍になった場合
図 1: シナリオ 1におけるプロフィットマージンの比較
図 2: シナリオ 2におけるプロフィットマージンの比較
収益率の安定性から、シナリオ 1では【養老保険 2】・
シナリオ 2では【定期保険】が最適な商品構成となっ
た。別々の結果となってしまったため、2つのシナリオ
を組み合わせ同時に実行した。
シナリオの複合：死亡率と金利のシナリオ
s1：実際死亡率が各年齢 1.05倍になった場合・運
用利回りが各経過において 1.75% になった場合
s2：実際死亡率が各年齢 1.10倍になった場合・運
用利回りが各経過において 1.50% になった場合
s3：実際死亡率が各年齢 1.20倍になった場合・運
用利回りが各経過において 1.25% になった場合
図 3: 複合シナリオにおけるプロフィットマージンの
比較
【定期保険】のように保険金の発生回数は少ないと
予定していた場合、ストレスがかかると利益率に大き
なふり幅が生じる。逆に、【養老保険 1・2】のように保
険金の給付回数が一定であることが、ストレスによる
リスクを分散させ利益率の安定につながったと思われ
る。また死亡給付金に差があるため、僅かだが【養老
保険 2】の方が安定していた。
アンケートの結果、すべての商品構成に『特約あり』
となっていたため、次に特約単体で検証する。
図 4: シナリオ 1における特約のプロフィットマージン
の推移
図 5: シナリオ 2における特約のプロフィットマージン
の推移
図 6: シナリオ 3における特約のプロフィットマージン
の推移
死亡率・金利の変化にはそこまで悪い反応を示さな
かった。特にシナリオ 1では利益率が上昇した。一見
すると考えにくいが、この特約の保険金発生の事由は
『入院する』ことである。入院するということは、少な
くとも被保険者は生存していなければならない。つま
り、死亡率の増加は相対的に将来入院し得る人数を減
らすことになると考えられる。
しかし、入院率の変化には利益率が敏感に反応した。
【定期保険】と同様、保険金給付の発生回数が少ないと
予定していた上での価格設定であるため、シナリオ 3
において利益率は大きく落ち込むことがわかる。
6 結論
以上の考察から、本論の結論として次の商品構成を
提案する。 
【養老保険 2】死亡給付金 100万円・生存給付金
10万円・特約あり 
ストレス下における利益率の安定性からこの結論に
至った。年払い保険料は 9,934円。特約の契約期間は 6
年間であるため、残りの 4年間の年払い保険料は 9,711
円となる。
また厄年特約についてだが、年払い保険料の安さか
ら人気があり、no ストレス 下では高い利益率を示し
た。シミュレーションの結果、死亡率・金利の変化に
よる反応が悪くはないと言えるだろう。死亡率の増加
による利益率の増加、また金利の変化に非弾力的であ
ることはストレス環境下においてメリットであると思
われる。入院率の変化には敏感であるものの、特約の
保険料が安いため損失の金額としてはそこまで大きく
ならない。特約を単体で販売することはできないため、
主契約の収益性が安定していれば、入院率による損失
をカバーできることが期待される。
したがって、【養老保険 2】のように主契約の収益性
が安定している場合、この特約を付けることは妥当と
言える。
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